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「情報教育について］
兼任講師三好賢周
　先ず、紙面をお許しいただけるなら、大きなテーマであり、学識、経験とも未熟ではありますが、
教育についての私見を述べさせていただき、その上で当センターに於ける情報教育にふれてみたい
と存じます。
［1］教　育
　今日、個性化とか創造性が叫ばれているのに反し、画一的、あるいは平均化された人達が多い。
そこで私は、常々、「松下村塾」で行われたような指導を目指し心掛けているのだが。
　思惟してみると、教育とは単に知識を教える（覚えさせる）だけのものではなくて、もっと深遠
なものではなかろうか。
例えてみると、水面に石を投じて生じる波紋のごとく、徐々にではあるが、確実に広がりつ・、
障害に遭遇した場合には、自在に対応（臨機応変）できる柔軟な物の見方や考え方が身に付くよう
な感化、薫陶ではないかと思う。
　自国の歴史と伝統に自信と誇りを持ち、一方、外（他人や世界）に対しては、偏見やウワサにと
らわれる事なく、事実をあるがま・に観る目と確固たる信念、そして、適確（正）なる判断力や決
断力を培う豊かな教養と、広い心を育むのが本来の姿（本質）であって、その上で、必要とされる、
あるいは、されるであろう知識や技術、技能を会得するのが、目的であると思う。
　昨今、めざましい科学技術の進歩により、高度情報化社会といわれ、快適で便利な世の中になっ
た。この事は、決して悪い事ではないのだが、この高度情報化社会一いうなれば、コンピュータ中
心的管理社会一と、人間社会一情緒社会一との、ギャップによる多くの歪みや問題が生じてきてい
るのも事実である。
　私は、このような認識のもとに、社会情報システムというのは、大自然と社会と人間とのバラン
スの上に、コミュニケーションが成り立っているものと理解している。
　したがって、この観点から、当情報科学センターでの情報教育担当者として、意見を述べてみた
い。
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［2］情報教育
　大学は、何事にも自らが積極的にチャレンジし修得するのが、本来の姿であると思う。
　しかしながら、情報基礎論に関しては、①文科系学生の選択科目である。②したがって、各学部
および各学年が混在している。③クラスによりバラツキはあるが、概よそ、学生の70％近くは、キイ
ボードに触れた事がない、あるいは、知識も乏しい。④講義は週一回の90分授業。前期10～12講、
後期10～12講である。⑤一方、社会情勢からみれば、コンピュータが単なる計算機の範疇から大き
く飛躍し情報の中核となり、知らないではすまされなくなってきている。
等を考えあわせ、学生の立場、レベルを認識しなければならないと思う。この辺のところは、次に
示す学生のメッセージからも伺い知る事ができる。
［学生達のメッセージ」（原文のまま）
（1＞機械的なコンピュータだけではなく、社会について学ぶことができた。社会の常識ともいえる
　世界の動きなどに今まで全く無知で学ぼうとすらしなかった自分が恥ずかしくなった。いくつか
　のレポートを書いたり授業を聞くうちに、新聞やニュースを興味をもってみるようになった。し
　かし、これらを一方的に受け入れるのではなく、多角的に見なければならないということも考え
　られるようになった。この授業は、一般教養として文学系の私は選択したのだが、これは教養で
　はなく一般常識であり、大学生はもちろん学部とは関係なく社会のすべての人にわかってもらい
　たい、考えてもらいたいことであった。私はまだ、このような常識を知らないことが多すぎる。
　これからは、与えられるのでなく自ら進んで社会を考えなくてはならないと思った。世界的な大
　きな視野をもち、現実をよく見つめたい。
（2）コンピューターの授業を受けて僕はほんとうによかったと思う。それは、まずワープロを打て
　るようになったことや、簡単なプログラムはわかるようになったし、ゼロ戦は情報戦争でもあっ
　たということがわかった。そして最後の授業の時、先生は就職の話をしたが「東大や慶応、早稲
　田等の学生と面接や職場で一緒になっても気後れすることはない」と言ったことは、僕もそう思っ
　た。これからは実力社会だと思う。Xl
（3）現在の私にとっては、“情報＝仕事”といえる。企業文化や歴史を記録する職場にいる。「日本
　人は歴史から学ばないことを、歴史が物語っている」という高坂先生のお言葉の引用はしっかり
　心にとめて、自分の仕事に生かして行きたい。企業の歴史、文化をデータベース化し、会社の103
　年の歩みを誰でもわかるような形にしていきたい。自分の現在の仕事にコンピュータを生かせる
　ことは、恵まれたことだと思っている。この授業も本当に考えさせられた事が多く、実践の場で
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　役に立ち、心から感謝しています。
④私は、コンピューターとワープロは苦手で、前期は本当に苦戦しました。しかし、一年間授業
　を受けて、キーボードにも慣れ、また、情報に対する認識も少しかわってきました。そのうち自
　宅にパソコンを置くつもりです。今は、自分にとって使いやすいパソコンがどれか探しています。
　一年間どうもありがとうございました。
（5）FAXやパソコンを所有しているにもかかわらず、実際に利用したことはまだない。やり方が難
　しそうで、避けていたのだが、この1年間のコンピュータの授業は、その助けをしてくれそうで
　ある。
⑥　1年間、勉強してきて思ったことは、“情報”という授業を単に機械対人間という関係で考えて
　いたが、本当は人間対人間の関係でつくりあげられていくことなのだとつくづく思った。
（7）いくら情報があっても選ぶのは自分であるから、自分がもっとしっかりなくてはいけないと先
　生の授業を受けてから思った。
※1．一昨年、ある学生のレポートに「いくら良い設備があって指導を受けたところで所詮エリー
　　トの落ちこぼれが、明大である。」との一文があり、驚愕した。
　　　加えて、昨年は、就職活動中の大学院生より、「先生、面接に行ったら、東大、慶応、早稲
　　田からも来ていたので駄目ですよ。」との思いもかけない報告に、またまた驚き一瞬言葉を
　　失った。これは、由々しき問題であり、このよ・うな意識は、払拭させなければと、私の立場
　　からは、出過ぎたこととは重々承知しておりながら、「一部の官公庁は別にして、実社会では
　　全く問題にならない。現在の自分自身の努力と情熱、生き方が最も大切である。」旨、具体的
　　な話（経験上も含めて）を、色々したことによるものと思われる。なお、もしこのような表
　　現、内容が不適切な場合は、御指摘、御叱正を賜りたく存じます。
　したがって、情報教育の環境（指導者一設備一実習が、科学的・合理的に整備された、三位一体
の訓練場）作りが、重要になってくる。
　昨年、駿河台に情報科学センターが、12号棟として完成したのは正にこの背景を考慮されたもの
と思う。
　現在、より良いシステム構築に向けて日夜の御尽力により、着実に成果を挙げておられ、この環
境のもとで教壇に立てることは、大なる使命と責任を改めておもい、又、喜びでもある。
　とはいうものの、指導者にとっては、過渡期である為、止むを得ない事ながら、ソフトのバージョ
ンアップや新システムへの移行・変更に追いついていくのが大変である。この事は、私の考えてい
る、指導力［＝講師・人間全体の力＝魅力＋学力＋迫力］に影響を与える。つまり、教える側の自
信が揺らぐと、どうしても迫力に欠けるからである。
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これを補う目的である、講習会や現場での大学院生の助手補サポート体制は、大変有難い事であり、
学生へのキメ細かい対応もでき、有益である。この体制の継続をぜひ、お願いしたい。
　できれば、頻繁な、システム変更やソフトのバージョン・アップは、現行教育上では、しない方
がよいように思う。理由は、前述による。
　いま一つ、学生が履修後、それぞれの学部にもどってからのフィードバックがないのでわからな
いが、修得してくれたものを有効に役立ててくれていると、勝手に思っている。どうであろうか。
　最後に、甚だ微力ながら精一杯努めさせていただいておりますが、諸先生方に、今後の御指導や
御教示を、切にお願い申し上げます。
